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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 36,957 24.4 △355 ― 61 ― △1,862 ―

22年3月期 29,717 0.7 △1,334 ― △1,328 ― △3,104 ―

（注）包括利益 23年3月期 △1,241百万円 （―％） 22年3月期 △2,842百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 △53.22 ― △5.3 0.1 △1.0

22年3月期 △88.72 ― △8.2 △2.7 △4.5

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  850百万円 22年3月期  307百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 50,600 35,934 68.2 985.43
22年3月期 52,304 37,324 69.1 1,032.36

（参考） 自己資本   23年3月期  34,485百万円 22年3月期  36,124百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 66 △2,113 △42 4,112
22年3月期 3,222 △616 146 6,270

2.  配当の状況 

平成24年3月期の配当については、未定です。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― ― ― 8.00 8.00 279 ― 0.7
23年3月期 ― ― ― 6.00 6.00 209 ― 0.6

24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第2四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 16,900 △17.7 △250 ― 250 △51.9 1,600 430.9 45.72
通期 34,800 △5.8 250 ― 1,250 ― 2,450 ― 70.01



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）詳細は、添付資料21ページ「（7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご参照願います。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有

② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 34,997,824 株 22年3月期 34,994,424 株

② 期末自己株式数 23年3月期 2,731 株 22年3月期 2,204 株

③ 期中平均株式数 23年3月期 34,994,401 株 22年3月期 34,992,557 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 25,389 0.8 △1,541 ― △1,485 ― △3,443 ―

22年3月期 25,194 △4.9 △1,602 ― △1,430 ― 1,093 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 △98.41 ―

22年3月期 31.25 31.22

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期 36,544 26,880 72.9 761.10
22年3月期 41,056 29,836 72.2 847.17

（参考） 自己資本 23年3月期  26,634百万円 22年3月期  29,644百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の
監査手続きは終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており実際の業
績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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1. 経営成績 
（1） 経営成績に関する分析 

当連結会計年度（以下「当期」という）におけるわが国経済は、新興国を中心にした外需の牽

引により企業収益、設備投資での緩やかな改善傾向が見られたものの、当期半ば以降、景気刺激

策の縮小及び効果の減退、欧米での景気減速懸念、中東での政情不安の高まりなどから足踏み状

態となりました。さらに 3 月 11 日に発生した東日本大震災による電力供給不安、サプライチェ

ーンの混乱により、景気の先行きに対する不透明感が急速に強まりました。 
このような状況のもと、当社グループは、前期、当期と海外の事業会社を傘下に納め、売上の

増大を図るとともにコスト削減に努めてまいりました。 
当期の業績は、売上高につきましては、369 億 57 百万円（前期比 24.4%増）となりました。

損益面につきましては、営業損失 3 億 55 百万円（前期は 13 億 34 百万円の損失）、経常利益 61
百万円（前期は 13 億 28 百万円の損失）、当期純損失 18 億 62 百万円（前期は 31 億 4 百万円の

損失）となりました。 
 

（次期の見通し） 
次期のわが国経済は、当期に引き続き新興国を中心にした外需の牽引が見込まれるものの、原

油価格を始めとする原材料費の高騰、景気刺激策効果の減退、東日本大震災による甚大な被害、

電力供給不足の長期化、消費マインドの落ち込みなどから、景気の先行きにつきましては、非常

に厳しいものになると予想されます。 
このような状況を踏まえ、平成 24 年 3 月期の連結業績につきましては、売上高 348 億円（対

前期比 5.8%減）、営業利益 2 億 50 百万円、経常利益 12 億 50 百万円、当期純利益 24 億 50 百万

円を見込んでいます。 
 
（2） 財政状態に関する分析 

（資産、負債、純資産の状況に関する分析） 
当期末の総資産は、前期末に比べ 17 億 4 百万円減少し 506 億円となりました。 
流動資産合計につきましては、前期末に比べ 26 億 73 百万円の増加となりました。これは、売

上の増加及びファクタリングの中止により受取手形及び売掛金が 26 億 72 百万円増加したこと等

によります。 
固定資産合計につきましては、一部製造設備の減損を行ったこと等から 43 億 77 百万円の減少

となりました。 
負債合計は、前連結会計年度末に比べ 3 億 14 百万円減少し 146 億 66 百万円となりました。こ

れは、主に固定負債の長期借入金、リース債務の減少によります。 
純資産は、前期末に比較して 13 億 89 百万円減少し 359 億 34 百万円となりました。これは、

その他有価証券評価差額金が 6 億 69 百万円増加した一方、利益剰余金が 21 億 49 百万円減少し

たこと等によります。 
 

（キャッシュ・フローの状況に関する分析） 
当期末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、41 億 12 百万円となり、前連

結会計年度末に比べ 21 億 57 百万円減少しました。 
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（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
営業活動によるキャッシュ・フローは、66 百万円の収入となり前連結会計年度に比べ 31 億 55

百万円減少しました。主な資金の減少項目につきましては、税金等調整前当期純損失 16 億 32 百

万円、売上債権の増加 16 億 9 百万円、投資有価証券売却益 13 億 42 百万円等になります。主な

資金の増加項目につきましては、減損損失 34 億 58 百万円、減価償却費 26 億 13 百万円等にな

ります。 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
投資活動によるキャッシュ・フローは、21 億 13 百万円の支出となり、前年同期に比較して 14

億 97 百万円支出が増加しました。主な資金の減少項目につきましては、有形固定資産の取得に

よる支出 11 億 7 百万円、貸付による支出 10 億 27 百万円等になります。主な資金の増加の項目

につきましては、定期預金の払戻しによる収入 14 億 13 百万円、投資有価証券の売却による収入

3 億 44 百万円等になります。 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
財務活動によるキャッシュ・フローは、42 百万円の支出となり、前年同期に比較して 1 億 88

百万円支出が増加しました。 
 

（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 
 平成 21 年 3 月期 平成 22 年 3 月期 平成 23 年 3 月期

自己資本比率（％） 82.1 69.1 68.2
時価ベースの自己資本比率（％） 27.5 44.6 30.9
キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年） 1.5 1.8 74.2
インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍） 71.0 33.3 0.6

(注)自己資本比率：自己資本／総資産 
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 
キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 
1. 各指標は、いずれも連結ベースの財務数値に基づいています。 
2. 株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出して

います。 
3. 営業キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシ

ュ・フローを使用しています。 
4. 有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべて

の債務を対象としています。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書

の利息の支払額を使用しています。 
 

（3） 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 
当社の配当政策は株主の皆様に対する利益還元を経営の重点課題として位置づけております。

連結業績に連動した成果配分を継続していく方針であり、配当は業績と資金需要を勘案しながら

連結当期純利益に対して配当性向 25%以上を指標としております。内部留保金につきましては将

来における株主皆様の利益拡大のため、研究開発費や事業拡大のための設備投資等に充ててまい
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ります。なお、当期の配当につきましては、当期純損失となったものの安定配当の観点から 1 株

当り 6 円を予定しております。次期の配当につきましては、景気の先行きが依然不透明であるこ

とから、現時点では未定とさせていただきます。今後の業績などを総合的に勘案し、決定次第開

示いたします。 
 
（4） 事業等のリスク 

経営成績及び財政状態に記載した内容に関し、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のあ

る事項として以下のものが考えられます。 
ａ）製品需要の変動について 

当社グループが製造販売する製品の主なユーザーは民生用電子機器メーカー、電子部品

メーカー、産業用電子機器メーカー等であり、民生用電子機器の需要の変動は当社グルー

プの経営成績に影響を及ぼします。 
ｂ）特定の製品への依存について 

当社グループの売上高は、電子材料分野への依存度が高くなっています。当分野の売上

高が減少した場合、当社グループの経営成績に影響を及ぼすおそれがあります。 
ｃ）新規事業の展開について 

当社グループは、種々の新規事業の立上げを図っておりますが、その進捗状況によって

は、経営成績に影響を及ぼすおそれがあります。 
ｄ）原材料の調達について 

当社グループが購入する原材料において原油価格の高騰等により購入価格が著しく高騰

した場合には、当社グループの経営成績に影響を及ぼすおそれがあります。 
ｅ）災害による影響について 

当社グループの生産拠点は、その多くが新潟県上越市に集中しており、地震その他の災

害が発生した場合、生産活動の中断等により当社グループの経営成績に影響を及ぼすおそ

れがあります。 
ｆ）環境に関する規制について 

当社グループの事業は、様々な環境保全やその他の法的規制の下にあります。これらの

環境保全やその他の規制の遵守に伴い甚大な債務や義務が発生した場合、当社グループの

経営成績に影響を及ぼすおそれがあります。 
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当社グループは、当社、子会社15社及び関連会社７社で構成され、電子材料、ディスプレイ材料、電気絶縁材料、産

業用構造材料の製造・販売を主たる業務としております。また各事業に関連する商品の販売、物流及びその他のサービ

ス、スポーツ用品の販売等の事業活動を展開しております。  

当社グループの事業内容及び当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。  

  

(1）電子材料  

電子材料として使用されるフレキシブル及びリジットプリント配線板用材料等は当社が製造・販売を行い、プ

リント配線板用硝子クロスは子会社のアリサワファイバーグラス㈱が製造しております。また、フレキシブルプ

リント配線板用材料等においては、子会社の新揚科技股份有限公司及び、関連会社の台虹科技股份有限公司にお

いても当該製品の製造・販売を行なっております。  

(2)ディスプレイ材料  

ディスプレイ材料として使用される反射防止フィルム、３Ｄ表示フィルター等は当社が製造・販売を行い、子

会社のカラーリンク・ジャパン㈱が特殊光学フィルムの製造・販売を、この後工程を有沢電子（大連）有限公司

でも行い、㈱アスナが３Ｄ表示機器の販売を、㈱クオリティエクスペリエンスデザインが３Ｄ映像コンテンツの

制作、プロデュースを行っております。また、関連会社の㈱ポラテクノが液晶表示用偏光板等の製造・販売を、

DDD Group plcが３Ｄコンテンツ及びハードウェアの開発・販売を、和詮科技股份有限公司がプラスチックＬＣ

Ｄ、スクリーン等の製造・販売を行っております。  

(3)電気絶縁材料  

電気絶縁材料として使用される硝子クロス・テープは子会社のアリサワファイバーグラス㈱が製造し当社が販

売を行うほか、子会社の有沢総業㈱及び関連会社の㈲栃尾中甚硝繊が製造を行っております。  

また、電気絶縁用プリプレグ等は当社が製造・販売を行うほか、子会社の有沢樹脂工業㈱が製造を行っており

ます。  

(4)産業用構造材料  

産業用構造材料として使用されるＦＷ成形品は当社とProtec Arisawa Europe, S.A.及びProtec Arisawa 

America, Inc.が、航空機用ハニカムパネル及びプリプレグ等は当社が、引抜成形品、ＦＲＰスキーシート等は

子会社の有沢総業㈱がそれぞれ製造・販売を行っております。  

(5)その他（その他工業用素材分野、その他の事業分野） 

上記(3)、(4)の関連商品は、当社で販売を行っているほか、子会社の㈱有沢建販でも販売を行い、子会社の㈱

イーグルがゴルフ練習場の経営を行っております。  

以上の事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。  

２．企業集団の状況
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（事業系統図） 
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３． 経営方針 

（1） 会社の経営の基本方針 

当社は「創造・革新・挑戦」を基本とし、 

I. 新たな事業を創造し、育成する 

II. 海外市場確保と利益体質強化に向け、グローバル経営体制を構築する 

III. 連結経営を徹底し、事業構造を見直す 

を経営方針としております。 

この経営方針の下、顧客満足度の向上、新製品開発のスピードアップ、徹底したコストダウ

ンによる利益体質強化の推進により企業価値を創造し、会社の株主価値を高めていくことを目

指しております。 

 

（2） 目標とする経営指標 

当社は経営指標として新製品売上比率 50％以上、営業利益率 8％以上、ＲＯＡ 5％以上を中

長期的な経営目標としております。 

 

（3） 中長期的な会社の経営戦略 

既存製品の競争力強化による収益拡大を図るとともに新たな事業基盤構築のため新製品開発

に取組んでいきます。 

① 電子材料分野につきましては、経営資源の集中とコストダウンを図り、競争力強化とシェ

アアップを目指します。 

② ディスプレイ材料分野につきましては、3D 材料の販売促進及びコストダウンを進めると

ともに、光学フィルムを中心に新製品の早期市場投入を図っていきます。 

③ 産業用構造材料及び電気絶縁材料につきましては、航空機分野、水処理分野、重電機分野

を中心に拡販を進め、健全な利益体質の継続を図っていきます。 

 

（4） 会社の対処すべき課題 

当社グループは、既述の経営戦略をより早期かつ確実に達成するため、今後対処すべき課題

として次のことを推進いたします。 

① 競争力のあるコスト体質を具現化するため、製造技術や材料選定の徹底的な見直しを図る。 

② Arisawa Production System を中心とした管理技術、固有技術の向上と個人の能力アップ

により、徹底的な原価低減を図る。 

③ 製造・販売・技術の連携強化を推進し、効率的な事業運営を図る。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※2  7,721,216 ※2  6,890,332

受取手形及び売掛金 7,438,562 10,111,114

有価証券 1,598,829 651,012

商品及び製品 2,957,949 2,854,774

仕掛品 1,290,597 1,832,783

原材料及び貯蔵品 1,590,850 1,672,922

繰延税金資産 74,011 215,576

預け金 － 1,359,798

その他 1,070,989 852,491

貸倒引当金 △109,568 △133,671

流動資産合計 23,633,438 26,307,134

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※2  18,385,661 ※2  16,884,862

減価償却累計額 △9,891,815 △10,515,636

建物及び構築物（純額） ※2  8,493,846 ※2  6,369,226

機械装置及び運搬具 ※2  24,392,192 ※2  23,786,048

減価償却累計額 △19,460,430 △20,413,300

機械装置及び運搬具（純額） ※2  4,931,761 ※2  3,372,748

工具、器具及び備品 ※2  1,810,106 ※2  1,757,236

減価償却累計額 △1,610,281 △1,581,973

工具、器具及び備品（純額） ※2  199,824 ※2  175,262

土地 ※2  1,551,385 ※2  1,536,245

リース資産 2,122,583 1,109,944

減価償却累計額 △629,491 △1,095,279

リース資産（純額） 1,493,092 14,664

建設仮勘定 38,055 512,890

有形固定資産合計 16,707,965 11,981,037

無形固定資産   

のれん 47,454 86,894

リース資産 38,614 34,143

その他 ※2  135,600 ※2  125,949

無形固定資産合計 221,669 246,987

投資その他の資産   

投資有価証券 ※1  9,057,953 ※1  11,433,624

長期貸付金 286,025 375,755

繰延税金資産 55,928 364,868

長期預金 ※2  2,532,869 －

その他 256,817 ※2  237,875

貸倒引当金 △447,942 △346,620

投資その他の資産合計 11,741,652 12,065,503

固定資産合計 28,671,287 24,293,528

資産合計 52,304,726 50,600,663
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,415,883 5,575,287

短期借入金 ※2, ※4  951,332 ※2, ※4  867,863

1年内返済予定の長期借入金 ※2  730,159 ※2  642,989

リース債務 285,697 291,713

未払金 1,640,207 883,036

未払法人税等 108,693 455,513

繰延税金負債 136,931 87,576

賞与引当金 453,398 540,684

役員賞与引当金 3,059 3,093

製品保証引当金 199,478 324,215

1年内償還予定の社債 77,768 97,456

その他 530,576 672,722

流動負債合計 10,533,185 10,442,153

固定負債   

社債 183,905 80,168

長期借入金 ※2  1,900,565 ※2  1,503,760

リース債務 1,720,654 1,431,512

繰延税金負債 414,610 956,419

退職給付引当金 28,997 31,196

資産除去債務 － 64,965

負ののれん 166,031 129,115

その他 32,516 26,950

固定負債合計 4,447,281 4,224,088

負債合計 14,980,467 14,666,241

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,117,256 7,117,259

資本剰余金 6,229,282 6,229,282

利益剰余金 22,727,863 20,578,297

自己株式 △1,210 △1,523

株主資本合計 36,073,191 33,923,315

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 438,585 1,107,809

為替換算調整勘定 △387,082 △546,000

その他の包括利益累計額合計 51,502 561,808

新株予約権 192,367 245,329

少数株主持分 1,007,196 1,203,967

純資産合計 37,324,258 35,934,421

負債純資産合計 52,304,726 50,600,663
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高 29,717,942 36,957,338

売上原価 ※1, ※2  27,976,246 ※1, ※2  33,202,765

売上総利益 1,741,696 3,754,572

販売費及び一般管理費   

販売手数料 － 530,140

運賃及び荷造費 545,035 625,037

給料及び手当 829,738 1,064,935

賞与引当金繰入額 98,814 42,340

役員賞与引当金繰入額 3,059 3,093

退職給付引当金繰入額 62,038 62,694

貸倒引当金繰入額 14,468 11,436

製品保証引当金繰入額 6,971 75,592

その他 1,516,383 1,695,220

販売費及び一般管理費合計 ※1  3,076,509 ※1  4,110,490

営業損失（△） △1,334,813 △355,917

営業外収益   

受取利息 29,689 29,263

受取配当金 21,696 24,369

持分法による投資利益 307,585 850,453

負ののれん償却額 18,547 36,915

受取賃貸料 71,544 －

助成金収入 88,147 －

その他 75,587 216,595

営業外収益合計 612,799 1,157,597

営業外費用   

支払利息 98,064 109,244

為替差損 104,813 279,598

支払補償費 109,996 82,786

製品保証引当金繰入額 192,507 204,974

その他 100,842 63,924

営業外費用合計 606,224 740,528

経常利益又は経常損失（△） △1,328,238 61,152

特別利益   

固定資産売却益 ※3  1,038 ※3  3,185

投資有価証券売却益 － 1,342,240

負ののれん発生益 － 332,171

社債償還益 78,735 －

その他 10,134 172,854

特別利益合計 89,908 1,850,452
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別損失   

固定資産売却損 － ※4  31

減損損失 － ※5  3,458,603

投資有価証券売却損 1,037,751 －

投資有価証券評価損 674,508 －

その他 40,415 85,632

特別損失合計 1,752,675 3,544,268

税金等調整前当期純損失（△） △2,991,005 △1,632,663

法人税、住民税及び事業税 163,561 234,678

法人税等還付税額 △15,938 －

法人税等調整額 8,977 △115,990

法人税等合計 156,601 118,687

少数株主損益調整前当期純損失（△） － △1,751,351

少数株主利益又は少数株主損失（△） △42,961 111,218

当期純損失（△） △3,104,645 △1,862,570
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － △1,751,351

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － 711,639

為替換算調整勘定 － △158,918

持分法適用会社に対する持分相当額 － △42,415

その他の包括利益合計 － ※2  510,305

包括利益 － ※1  △1,241,046

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － △1,352,264

少数株主に係る包括利益 － 111,218
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 7,117,256 7,117,256

当期変動額   

新株の発行 － 3

当期変動額合計 － 3

当期末残高 7,117,256 7,117,259

資本剰余金   

前期末残高 6,229,282 6,229,282

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,229,282 6,229,282

利益剰余金   

前期末残高 26,112,651 22,727,863

当期変動額   

剰余金の配当 △280,142 △280,525

当期純損失（△） △3,104,645 △1,862,570

連結範囲の変動 － △6,470

当期変動額合計 △3,384,787 △2,149,566

当期末残高 22,727,863 20,578,297

自己株式   

前期末残高 △733 △1,210

当期変動額   

自己株式の取得 △476 △313

当期変動額合計 △476 △313

当期末残高 △1,210 △1,523

株主資本合計   

前期末残高 39,458,456 36,073,191

当期変動額   

新株の発行 － 3

剰余金の配当 △280,142 △280,525

当期純損失（△） △3,104,645 △1,862,570

自己株式の取得 △476 △313

連結範囲の変動 － △6,470

当期変動額合計 △3,385,264 △2,149,875

当期末残高 36,073,191 33,923,315

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 169,297 438,585

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 269,287 669,223

当期変動額合計 269,287 669,223

当期末残高 438,585 1,107,809
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

為替換算調整勘定   

前期末残高 △422,706 △387,082

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 35,623 △158,918

当期変動額合計 35,623 △158,918

当期末残高 △387,082 △546,000

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △253,409 51,502

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 304,911 510,305

当期変動額合計 304,911 510,305

当期末残高 51,502 561,808

新株予約権   

前期末残高 141,479 192,367

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 50,887 52,962

当期変動額合計 50,887 52,962

当期末残高 192,367 245,329

少数株主持分   

前期末残高 14,281 1,007,196

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 992,915 196,770

当期変動額合計 992,915 196,770

当期末残高 1,007,196 1,203,967

純資産合計   

前期末残高 39,360,808 37,324,258

当期変動額   

新株の発行 － 3

剰余金の配当 △280,142 △280,525

当期純損失（△） △3,104,645 △1,862,570

自己株式の取得 △476 △313

連結範囲の変動 － △6,470

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 1,348,715 760,038

当期変動額合計 △2,036,549 △1,389,837

当期末残高 37,324,258 35,934,421
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純損失（△） △2,991,005 △1,632,663

減価償却費 2,991,688 2,613,705

減損損失 － 3,458,603

のれん償却額 18,981 18,981

負ののれん償却額 △18,547 △36,915

負ののれん発生益 － △332,171

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 39,883

株式報酬費用 57,844 68,994

持分法による投資損益（△は益） △307,585 △850,453

持分変動損益（△は益） － △119,901

新株予約権戻入益 △6,956 △16,032

投資有価証券売却損益（△は益） 1,037,751 △1,342,240

固定資産売却損益（△は益） △1,038 △3,153

有形固定資産除却損 22,763 31,505

投資有価証券評価損益（△は益） 667,889 21,861

社債償還益 △78,735 △1,747

為替差損益（△は益） 76,377 109,666

賞与引当金の増減額（△は減少） 6,326 87,286

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △2,965 34

退職給付引当金の増減額（△は減少） 963 △5,812

製品保証引当金の増減額（△は減少） 157,329 124,737

貸倒引当金の増減額（△は減少） △35,723 △24,810

受取利息及び受取配当金 △51,386 △53,633

支払利息 98,064 109,244

売上債権の増減額（△は増加） △1,500,959 △1,609,161

たな卸資産の増減額（△は増加） 543,452 △114,826

仕入債務の増減額（△は減少） 1,877,974 △368,557

未払消費税等の増減額（△は減少） 233,377 △167,715

その他の資産の増減額（△は増加） 252,411 △18,352

その他の負債の増減額（△は減少） 160,007 △42,262

小計 3,208,301 △55,905

利息及び配当金の受取額 217,776 196,691

利息の支払額 △96,624 △108,717

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △107,315 34,165

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,222,137 66,234
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,565,950 △240,000

定期預金の払戻による収入 750,000 1,413,456

有価証券の取得による支出 △2,592,113 △5,147,150

有価証券の売却による収入 2,000,000 5,100,000

有形固定資産の取得による支出 △512,115 △1,107,270

有形固定資産の売却による収入 10,627 11,179

無形固定資産の取得による支出 △5,776 △16,783

投資有価証券の取得による支出 △714,563 △889,346

投資有価証券の売却による収入 3,466,761 344,057

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

※2  553,050 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

－ ※2  △611,124

貸付けによる支出 △8,764 △1,027,147

貸付金の回収による収入 2,644 56,468

投資活動によるキャッシュ・フロー △616,200 △2,113,661

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △835,803 986,760

長期借入れによる収入 30,000 238,092

長期借入金の返済による支出 △543,335 △701,070

社債の償還による支出 △168,239 △76,153

リース債務の返済による支出 △260,991 △286,786

セール・アンド・リースバックによる収入 2,204,771 －

自己株式の取得による支出 △476 △313

配当金の支払額 △279,595 △279,025

少数株主への配当金の支払額 － △587

少数株主からの払込みによる収入 － 76,563

その他 △197 3

財務活動によるキャッシュ・フロー 146,131 △42,516

現金及び現金同等物に係る換算差額 △90,828 △125,714

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,661,239 △2,215,657

現金及び現金同等物の期首残高 3,609,027 6,270,266

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 58,230

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  6,270,266 ※1  4,112,839
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 該当事項はありません。  

   

  

(5）継続企業の前提に関する注記

(6）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

項目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１．連結の範囲に関する事項 (1) 連結子会社の数 10社 

主要な連結子会社の名称 

カラーリンク・ジャパン㈱、 

アリサワファイバーグラス㈱、 

有沢総業㈱、㈱有沢建販、 

新揚科技股份有限公司、 

松揚電子材料(昆山)有限公司、 

ThinFlex Technology Corporation

（B.V.I.）、 

長揚光電股份有限公司 

上記のうち、新揚科技股份有限公司に

ついては、当連結会計年度において増資

の引受けにより議決権の過半数を所有す

る子会社となったため、連結の範囲に含

めております。 

また、長揚光電股份有限公司、松揚電

子材料(昆山)有限公司、ThinFlex 

Technology Corporation（B.V.I.）につ

いては、新揚科技股份有限公司の株式取

得により子会社となったため、当連結会

計年度より、連結の範囲に含めておりま

す。 

(1) 連結子会社の数 12社 

主要な連結子会社の名称 

カラーリンク・ジャパン㈱、 

アリサワファイバーグラス㈱、 

有沢総業㈱、㈱有沢建販、 

新揚科技股份有限公司、 

松揚電子材料(昆山)有限公司、 

ThinFlex Technology Corporation

（B.V.I.）、 

㈱プロテックインターナショナルホ

ールディングス、 

Protec Arisawa Europe, S.A.、 

Protec Arisawa America, Inc. 

水処理圧力容器事業の買収により、当

連結会計年度より、㈱プロテックインタ

ーナショナルホールディングス、Protec 

Arisawa Europe, S.A.、Protec Arisawa 

America, Inc.の３社を連結の範囲に含

めております。 

また、長揚光電股份有限公司は、当社

の子会社である新揚科技股份有限公司が

所有する株式をすべて売却したため、当

連結会計年度より連結の範囲から除外し

ております。 

  (2) 主要な非連結子会社の名称等 

主要な非連結子会社 

有沢電子（大連）有限公司、 

㈱クオリティエクスペリエンスデザ

イン 

(2) 主要な非連結子会社の名称等 

主要な非連結子会社 

有沢電子（大連）有限公司、 

㈱クオリティエクスペリエンスデザ

イン 

  （連結の範囲から除いた理由） 

非連結子会社は、いずれも小規模であ

り、合計の総資産、売上高、当期純損益

(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分

に見合う額)等は、いずれも連結財務諸

表に重要な影響を及ぼしていないためで

あります。 

（連結の範囲から除いた理由） 

同左 

２．持分法の適用に関する事

項 

(1) 持分法適用の関連会社数 ４社 

主要な会社名 

台虹科技股份有限公司、 

㈱ポラテクノ、DDD Group plc、 

㈱シナノ  

(1) 持分法適用の関連会社数 ３社 

主要な会社名 

台虹科技股份有限公司、 

㈱ポラテクノ、DDD Group plc、 

㈱シナノは、当連結会計年度において

所有する株式をすべて売却したため、持

分法の適用から除外しております。  
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項目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

  (2) 持分法を適用していない非連結子会社

(有沢電子（大連）有限公司他４社)及び

関連会社(和詮科技股份有限公司他２社)

は、当期純損益(持分に見合う額)及び利

益剰余金(持分に見合う額)等からみて、

持分法の対象から除いても連結財務諸表

に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体

としても重要性がないため持分法の適用

範囲から除外しております。 

(2)       同左 

  (3) 持分法適用会社のうち、決算日が連結

決算日と異なる会社については、各社の

事業年度に係る財務諸表を使用しており

ます。 

(3)       同左 

３．連結子会社の事業年度等

に関する事項 

連結子会社のうち新揚科技股份有限公

司、松揚電子材料(昆山)有限公司、

ThinFlex Technology Corporation

（B.V.I.）及び長揚光電股份有限公司の決

算日は、12月31日であります。 連結財務

諸表の作成に当たっては、同決算日現在の

財務諸表を使用しております。ただし、１

月１日から連結決算日３月31日までの期間

に発生した重要な取引については、連結上

必要な調整を行っております。 

連結子会社のうち新揚科技股份有限公

司、松揚電子材料(昆山)有限公司、

ThinFlex Technology Corporation

（B.V.I.）、Protec Arisawa Europe, 

S.A.及びProtec Arisawa America, Inc.の

決算日は、12月31日であります。 連結財

務諸表の作成に当たっては、同決算日現在

の財務諸表を使用しております。ただし、

１月１日から連結決算日３月31日までの期

間に発生した重要な取引については、連結

上必要な調整を行っております。 

４．会計処理基準に関する事

項 

    

(1) 重要な資産の評価基準

及び評価方法 

イ 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

 決算日の市場価格等に基づく時価法

（評価差額は全部純資産直入法により

処理し、売却原価は総平均法により算

定）を採用しております。 

イ 有価証券 

その他有価証券 

時価のあるもの 

同左 

  時価のないもの 

 総平均法による原価法を採用してお

ります。 

時価のないもの 

同左 

  ロ たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産

商品・製品・半製品・仕掛品 

 当社及び国内連結子会社は主として

先入先出法による原価法（貸借対照表

価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を、また、在外

子会社は移動平均法による低価法を採

用しております。 

ロ たな卸資産 

 通常の販売目的で保有するたな卸資産

商品・製品・半製品・仕掛品 

 当社及び国内連結子会社は主として

先入先出法による原価法（貸借対照表

価額は収益性の低下に基づく簿価切下

げの方法により算定）を、また、在外

子会社は主として移動平均法による低

価法を採用しております。 
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項目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

  原材料・貯蔵品 

 当社及び国内連結子会社は主として

総平均法による原価法（貸借対照表価

額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法により算定）を、また、在外子

会社は移動平均法による低価法を採用

しております。 

原材料・貯蔵品 

当社及び国内連結子会社は主として総

平均法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下に基づく簿価切下げの

方法により算定）を、また、在外子会

社は主として移動平均法による低価法

を採用しております。 

(2) 重要な減価償却資産の

減価償却の方法 

イ 有形固定資産（リース資産を除く） 

当社及び国内連結子会社は定率法

を、また、在外連結子会社は定額法を

採用しております。 

（ただし、当社及び国内連結子会社は平

成10年４月１日以降に取得した建物（附

属設備を除く）は定額法によっておりま

す。） 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであ

ります。 

建物及び構築物   10年～31年 

機械装置及び運搬具 ４年～９年 

イ 有形固定資産（リース資産を除く） 

当社及び国内連結子会社は定率法

を、また、在外連結子会社は定額法を

採用しております。 

（ただし、当社及び国内連結子会社は平

成10年４月１日以降に取得した建物（附

属設備を除く）は定額法によっておりま

す。） 

 なお、主な耐用年数は次のとおりであ

ります。 

建物及び構築物   10年～31年 

機械装置及び運搬具 ４年～９年 

  ロ 無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウエアについ

ては社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。 

ロ 無形固定資産（リース資産を除く） 

同左 

  ハ リース資産  

 リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

 なお、機械装置の一部について、セー

ル・アンド・リースバック取引により、

リース資産に振替計上しており、これに

ついては、従来からの償却方法（定率

法）を継続適用しております。 

 また、所有権移転外ファイナンス・リ

ース取引のうち、リース開始日が平成20

年３月31日以前のリース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。 

ハ リース資産  

同左  

(3) 重要な引当金の計上基

準 

イ 貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるた

め、一般債権については貸倒実績率によ

り、貸倒懸念債権など特定の債権につい

ては個別に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。 

イ 貸倒引当金 

同左 

  ロ 賞与引当金 

 当社及び一部の連結子会社は従業員に

対して支給する賞与の支出に充てるた

め、支給見込額の当連結会計年度負担額

を計上しております。 

ロ 賞与引当金 

同左  
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項目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

  ハ 役員賞与引当金 

 一部の連結子会社は、役員賞与の支出

に備えて、当連結会計年度における支給

見込額に基づき計上しております。 

ハ 役員賞与引当金 

 同左 

  ニ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上しており

ます。 

 数理計算上の差異は、各連結会計年度

の発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５年）による定額法に

より按分した額をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理することとしてお

ります。 

 なお、提出会社は当連結会計年度末に

おける年金資産が、退職給付債務を上回

るため  千円を前払年金費用とし

て計上しております。 

338,603

ニ 退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当連

結会計年度末における退職給付債務及び

年金資産の見込額に基づき計上しており

ます。 

 数理計算上の差異は、各連結会計年度

の発生時の従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（５年）による定額法に

より按分した額をそれぞれ発生の翌連結

会計年度から費用処理することとしてお

ります。 

 なお、提出会社は当連結会計年度末に

おける年金資産が、退職給付債務を上回

るため  千円を前払年金費用とし

て計上しております。 

216,772

  （会計方針の変更） 

 当連結会計年度より、「「退職給付に

係る会計基準」の一部改正（その３）」

（企業会計基準第19号 平成20年７月31

日）を適用しております。 

 なお、これによる営業損失、経常損失

及び税金等調整前当期純損失に与える影

響はありません。 

────── 

  ホ 製品保証引当金 

 顧客に納入した製品に対し発生したク

レームに係る費用に備えるため、今後発

生が見込まれる金額を合理的に見積もり

計上しております。 

ホ 製品保証引当金 

同左 

(4) 重要な外貨建の資産又

は負債の本邦通貨への

換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直

物為替相場により円貨に換算し、換算差額

は損益として処理しております。なお、在

外子会社等の資産及び負債は、連結決算日

の直物為替相場により円貨に換算し、収益

及び費用は期中平均相場により円貨に換算

し、換算差額は純資産の部における為替換

算調整勘定及び少数株主持分に含めて計上

しております。 

同左 

(5) のれん及び負ののれん

の償却方法及び償却期

間 

──────  のれんの償却については、５年間の定額

法により償却を行っております。 

(6) 連結キャッシュ・フロ

ー計算書における資金

の範囲 

──────  現金、随時引き出し可能な預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価格の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

を資金としております。  
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項目 
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

(7) その他連結財務諸表作

成のための重要な事項

 消費税等の会計処理 

 消費税等の会計処理は税抜方式を採用

しております。 

 消費税等の会計処理 

同左 

５．連結子会社の資産及び負

債の評価に関する事項 

 連結子会社の資産及び負債の評価につい

ては全面時価評価法を採用しております。

────── 

６．のれん及び負ののれんの

償却に関する事項 

 のれんの償却については、５年間の定額

法により償却を行っております。 

────── 

７．連結キャッシュ・フロー

計算書における資金の範

囲 

 現金、随時引き出し可能な預金及び容易

に換金可能であり、かつ、価格の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

を資金としております。 

────── 

(7）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

────── （資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基

準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資

産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用しておりま

す。 

 これにより、営業利益は 千円減少し、経常利益は

千円増加し、税引前当期純利益は 千円減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務の変動額は 千円であります。 

2,939

1,520 38,363

49,602

────── （企業結合に関する会計基準等の適用） 

 当連結会計年度より、「企業結合に関する会計基準」

（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務

諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年

12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一部改

正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業

分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20

年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基

準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会

計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用してお

ります。  
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(8）表示方法の変更

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

 (連結貸借対照表) 

前連結会計年度まで流動負債の「その他」に含めて表

示しておりました「未払金」は、当連結会計年度におい

て、負債及び純資産の合計額の100分の１を超えたため

区分掲記しました。 

なお、前連結会計年度末の「未払金」は 千円

であります。 

343,869

 (連結貸借対照表) 

前連結会計年度まで区分掲記しておりました「長期預

金」（当連結会計年度末の残高は33,360千円）は、資産

の総額の100分の１以下となったため、投資その他の資

産の「その他」に含めて表示することにしました。 

（連結損益計算書） 

前連結会計年度まで営業外費用の「その他」に含めて

表示しておりました「為替差損」は、営業外費用の総額

の100分の10を超えたため区分掲記しました。 

なお、前連結会計年度における「為替差損」の金額は

千円であります。 65,640

（連結損益計算書） 

１．当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計

基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に

基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関

する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３

月24日 内閣府令第５号）を適用し、「少数株主損益

調整前当期純利益」の科目で表示しております。 

  ２．前連結会計年度まで販売費及び一般管理費の「その

他」に含めて表示しておりました「販売手数料」は、

販売費及び一般管理費の総額の100分の10を超えたた

め区分掲記しました。 

なお、前連結会計年度における「販売手数料」の金額

は 千円であります。 97,585

  ３．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「受取

賃貸料」（当連結会計年度は71,604千円）は、営業外

収益の総額の100分の10以下となったため、営業外収

益の「その他」に含めて表示することにしました。 

  ４．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「助成

金収入」（当連結会計年度は67,419千円）は、営業外

収益の総額の100分の10以下となったため、営業外収

益の「その他」に含めて表示することにしました。 

  ５．前連結会計年度まで区分掲記しておりました「投資

有価証券評価損」（当連結会計年度は722千円）は、

特別損失の総額の100分の10以下となったため、特別

損失の「その他」に含めて表示することにしました。

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

営業活動によるキャッシュ・フローの「退職給付引当

金の増減額（△は減少）」は、前連結会計年度は「その

他」に含めて表示しておりましたが、金額的重要性が増

したため区分掲記しております。 

なお、前連結会計年度の「その他」に含まれている

「退職給付引当金の増減額（△は減少）」は 千円で

あります。 

261

（連結キャッシュ・フロー計算書） 

────── 
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(9）追加情報

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

──────  当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基

準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し

ております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び

「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の金額

は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」

の金額を記載しております。 
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(10）連結財務諸表に関する注記事項

（連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとお

りであります。 

※１ 非連結子会社及び関連会社に対するものは次のとお

りであります。 

投資有価証券（株式） 千円 6,747,684 投資有価証券（株式） 千円 7,536,253

※２ 担保に供している資産並びに担保付債務は次のとお

りであります。 

担保提供資産 

※２ 担保に供している資産並びに担保付債務は次のとお

りであります。 

担保提供資産 

現金及び預金 千円475,950 (    千円)－

建物及び構築物  5,039,695 (   )4,349,882

機械装置及び運

搬具 
 2,732,959 (   )2,311,661

工具器具及び備

品 
 55,322 (     )55,322

土地  258,342 (     )191,025

無形固定資産

（その他） 
 44,641 (          )－

長期預金  32,869 (          )－

合計  8,639,780 (   )6,907,891

現金及び預金 千円132,493 (      千円)－

建物及び構築物  4,651,615 (   )3,993,050

機械装置及び運

搬具 
 1,961,716 (   )1,602,312

工具器具及び備

品 
 35,840 (     )35,840

土地  258,342 (     )191,025

無形固定資産

（その他） 
 40,185 (          )－

投資その他の資

産（その他）  
 33,360 (          )－

合計  7,113,553 (   )5,822,228

担保付債務 担保付債務 

短期借入金   千円 182,574 (      千円)－

１年内返済予定

の長期借入金 
 670,337 (     )501,400

長期借入金  1,880,065 (   )1,247,940

合計  2,732,978 (   )1,749,340

短期借入金   千円 27,109 (      千円)－

１年内返済予定

の長期借入金 
 596,678 (     )467,950

長期借入金  1,334,510 (   )779,990

合計  1,958,298 (   )1,247,940

上記の内（ ）内書は工場財団抵当並びに当該債務

を示しております。 

上記の内（ ）内書は工場財団抵当並びに当該債務

を示しております。 

３ 保証債務 

(1) 事業譲渡に伴う預かり預託金の保証債務 

３ 保証債務 

連結子会社以外の会社の取引先からの仕入債務に対

する保証債務 

SURFCO HAWAII,INC. 千円 15,073 ㈱アスナ 千円 3,357

(2) 連結子会社以外の会社の取引先からの仕入債務に

対する保証債務 

  

㈱アスナ 千円 1,543   

※４ 提出会社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。これ

ら契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は

次のとおりであります。 

※４ 提出会社は、運転資金の効率的な調達を行うため取

引銀行５行と当座貸越契約を締結しております。これ

ら契約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は

次のとおりであります。 

当座貸越極度額 千円 5,500,000

借入実行残高  40,000

差引額  5,460,000

当座貸越極度額 千円 4,600,000

借入実行残高  40,000

差引額  4,560,000
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当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

※１ 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  

※２ 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費

千円 2,139,219

※１ 一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費

千円 2,222,038

※２ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金

額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。 

千円 88,046

※２ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金

額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含ま

れております。 

千円 80,696

※３ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 ※３ 固定資産売却益の内訳は次のとおりであります。 

機械装置及び運搬具 千円 1,038 機械装置及び運搬具 千円 3,185

────── ※４ 固定資産売却損の内訳は次のとおりであります。 

工具、器具及び備品 千円 31

────── ※５ 減損損失 

当連結会計年度において、当社グループは以下の資

産について減損損失を計上しております。 

当社グループは、事業の種類別セグメントを基礎と

してグルーピングを行い、そのうち事業撤退等の意思

決定を行っている資産及び賃貸用資産並びに遊休資産

等については個々の資産ごとにグルーピングを行って

おります。 

当連結会計年度において、製造設備のうち需要が大

幅に減少し、将来にわたる回収可能性が低いものにつ

いて、帳簿価額を回収可能価額まで減額しました。ま

た、遊休設備のうち時価が著しく下落した資産グルー

プの帳簿価額を、回収可能価額まで減額しました。 

この減少額を減損損失（3,458,603千円）として特

別損失に計上しており、その内訳は、建物1,646,203

千円、機械装置1,741,943千円、構築物30,136千円、

その他40,319千円であります。 

なお、当資産の回収可能価額は、備忘価額をもって

評価しております。  

場所 用途 種類 

新潟県上越市 製造設備 
土地、建物、構築物

及び機械装置等 

新潟県妙高市 製造設備 建物及び機械装置等

新潟県上越市 遊休設備 建物及び構築物等 

（連結包括利益計算書関係）

親会社株主に係る包括利益 △2,799,733千円 

少数株主に係る包括利益    △42,961 

計 △2,842,694 

その他有価証券評価差額金     226,789千円 

為替換算調整勘定      35,623 

持分法適用会社に対する持分相当額      42,498 

計     304,911 
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加845株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

（連結株主資本等変動計算書関係）

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式                        

普通株式  34,994,424  －  －  34,994,424

合計  34,994,424  －  －  34,994,424

自己株式                        

普通株式（注）  1,359  845  －  2,204

合計  1,359  845  －  2,204

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（千円） 

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計 
年度減少 

当連結会計 
年度末 

 提出会社 

（親会社） 

ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －  －  －  192,367

 連結子会社 － －  －  －  －  －  －

合計 －  －  －  －  －  192,367

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日

平成21年６月26日 

定時株主総会 
普通株式  279,944  8.00 平成21年３月31日 平成21年６月29日

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資
１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  279,937  利益剰余金  8.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日
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当連結会計年度（自 平成22年４月１日 至 平成23年３月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）１．普通株式の発行済株式総数の増加3,400株は、新株予約権の権利行使による新株の発行による増加でありま

す。 

   ２．普通株式の自己株式の株式数の増加527株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

  

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

３．配当に関する事項 

(1）配当金支払額 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

  

  
前連結会計年度末
株式数（株） 

当連結会計年度
増加株式数（株） 

当連結会計年度 
減少株式数（株） 

当連結会計年度末
株式数（株） 

発行済株式                        

普通株式  34,994,424  3,400  －  34,997,824

合計  34,994,424  3,400  －  34,997,824

自己株式                        

普通株式（注）  2,204  527  －  2,731

合計  2,204  527  －  2,731

区分 新株予約権の内訳 

新株予約権
の目的とな
る株式の種
類 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 
当連結会計
年度末残高
（千円） 

前連結会計
年度末 

当連結会計
年度増加 

当連結会計 
年度減少 

当連結会計 
年度末 

 提出会社 

（親会社） 

ストック・オプションと

しての新株予約権 
－  －  －  －  －  245,329

合計 －  －  －  －  －  245,329

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日

平成22年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  279,937  8.00 平成22年３月31日 平成22年６月30日

決議 株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資
１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日

平成23年６月29日 

定時株主総会 
普通株式  209,970  利益剰余金  6.00 平成23年３月31日 平成23年６月30日
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（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲載されている科目の金額との関係  

※１ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に

掲載されている科目の金額との関係 

（平成22年３月31日現在） 

現金及び預金 千円 7,721,216

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金 
 △1,450,950

現金及び現金同等物  6,270,266

（平成23年３月31日現在） 

現金及び預金 千円 6,890,332

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金 
 △2,777,493

現金及び現金同等物  4,112,839

※２ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社の

資産及び負債の主な内訳 

株式の取得により新たに連結したことに伴う連結開

始時の資産及び負債の内訳並びに株式の取得価額と取

得のための支出（純額）との関係は次のとおりであり

ます。 

※２ 株式の取得により新たに連結子会社となった会社の

資産及び負債の主な内訳 

株式の取得により新たに連結したことに伴う連結開

始時の資産及び負債の内訳並びに株式の取得価額と取

得のための支出（純額）との関係は次のとおりであり

ます。  

新揚科技股份有限公司（平成21年10月１日現在） Bekaert Progressive Composites, S.A（現Protec 

Arisawa Europe, S.A.）（平成22年12月１日現在） 

  

流動資産 2,518,268千円 

固定資産  2,035,635

流動負債  △1,445,241

固定負債  △1,005,403

負ののれん  △184,579

少数株主持分  △1,079,633

新揚科技股份有限公司株式の

取得価額 
 839,045

新揚科技股份有限公司現金及

び現金同等物 
 △1,392,095

差引：新揚科技股份有限公司

取得による収入 
 △553,050

  

流動資産 千円 1,060,714

固定資産  226,272

流動負債  △564,834

固定負債  △8,215

負ののれん  △238,803

為替換算  △4,064

Bekaert Progressive 

Composites, S.A（現Protec 

Arisawa Europe, S.A.）株式

の取得価額 

 471,068

Bekaert Progressive 

Composites, S.A（現Protec 

Arisawa Europe, S.A.）現金

及び現金同等物 

 △27,415

差引：Bekaert Progressive 

Composites, S.A（現Protec 

Arisawa Europe, S.A.）株式

取得のための支出 

 443,653
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前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

────── Bekaert Progressive Composites, LLC（現Protec 

 Arisawa America, Inc.）（平成22年12月１日現在） 

  

流動資産 千円 506,908

固定資産  127,240

流動負債  △351,572

固定負債  △21,067

負ののれん  △93,367

為替換算  △501

Bekaert Progressive 

Composites, LLC（現Protec 

Arisawa America, Inc.）株式

の取得価額 

 167,640

Bekaert Progressive 

Composites, LLC（現Protec 

Arisawa America, Inc.）現金

及び現金同等物 

 △168

差引：Bekaert Progressive 

Composites, LLC（現Protec 

Arisawa America, Inc.）株式

取得のための支出 

 167,471
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前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

工業用素材等製造販売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及び全セ

グメントの資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略

しております。  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める割合が

いずれも90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。  

前連結会計年度（自 平成21年４月１日 至 平成22年３月31日） 

 （注）１．地域は地理的接近度により区分しております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳は下記のとおりであります。 

アジア地域  韓国、中国、台湾、マレーシア等 

北米地域   米国、カナダ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域に対する売上高（間接輸出を含む）でありま

す。 

（セグメント情報等）

ａ．事業の種類別セグメント情報

ｂ．所在地別セグメント情報

ｃ．海外売上高

  アジア地域 北米地域 その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  10,830,250  1,148,993  61,641  12,040,885

Ⅱ 連結売上高（千円）                    29,717,942

Ⅲ 海外売上高の連結売上高に占める割

合（％） 
 36.4  3.9  0.2  40.5
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社は、本社に製品・サービス別の製造販売体制を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括的

な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社は、製造販売体制を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、「電子材料

事業」、「ディスプレイ材料事業」、「電気絶縁材料事業」及び「産業用構造材料事業」の４つを報告セグメントと

しております。 

「電子材料事業」は、フレキシブル及びリジットプリント配線板用材料等を生産しております。「ディスプレイ材

料事業」は、３Ｄ表示フィルター、反射防止フィルム、特殊光学フィルム等を生産しております。「電気絶縁材料事

業」は、硝子クロス、硝子テープ、電気絶縁用プリプレグ等を生産しております。「産業用構造材料事業」は、ＦＷ

成形品、航空機用ハニカムパネル及びプリプレグ、引抜成形品、ＦＲＰスキーシート等を生産しております。   

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。  

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自平成21年４月１日 至平成22年３月31日） 

（単位：千円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他工業用素材事業等を含んで

おります。 

ｄ．セグメント情報

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
電子材料 

ディスプレ
イ材料 

電気絶縁材
料 

産業用構造
材料 

計

売上高               

外部顧客への売上高  18,690,769 3,847,065 2,685,722 2,559,608  27,783,166  1,934,775 29,717,942

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 － － － －  －  719,920 719,920

計  18,690,769 3,847,065 2,685,722 2,559,608  27,783,166  2,654,696 30,437,863

セグメント利益又は損

失（△） 
 1,439,535 △2,180,353 406,885 △23,514  △357,446  229,342 △128,104

セグメント資産  17,161,137 12,686,513 3,412,405 4,190,161  37,450,218  1,568,889 39,019,107

その他    

減価償却費  964,494  1,506,103  267,443  146,133  2,884,175  27,691  2,911,867

持分法適用会社への

投資額 
 2,222,524  3,675,322  －  312,138  6,209,985  －  6,209,985

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
 317,799  216,116  98,478  23,825  656,220  17,807  674,028
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当連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 

（単位：千円）

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他工業用素材事業等を含んで

おります。  

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）

（単位：千円）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

報告セグメント
その他 
（注） 

合計
電子材料 

ディスプレ
イ材料 

電気絶縁材
料 

産業用構造
材料 

計

売上高               

外部顧客への売上高  17,186,944  10,997,139  2,998,649  3,277,404  34,460,138  2,497,199  36,957,338

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 － － － －  －  662,838  662,838

計  17,186,944  10,997,139  2,998,649  3,277,404  34,460,138  3,160,038  37,620,177

セグメント利益又は損

失（△） 
 939,580  △1,009,269  502,413  260,447  693,172  190,803  883,976

セグメント資産  17,325,754  11,353,173  3,250,346  5,573,032  37,502,306  1,915,677  39,417,984

その他    

減価償却費  977,056  1,161,746  250,337  131,357  2,520,497  20,927  2,541,425

持分法適用会社への投

資額 
 2,721,991  4,280,410  －  －  7,002,401  －  7,002,401

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
 283,916  666,807  43,683  41,760  1,036,167  12,159  1,048,326

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計  27,783,166  34,460,138

「その他」の区分の売上高  2,654,696  3,160,038

セグメント間取引消去 △719,920 △662,838

連結財務諸表の売上高  29,717,942  36,957,338

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 △357,447  693,172

「その他」の区分の利益  229,342  190,803

セグメント間取引消去 △43,546 △58,594

のれんの償却額 △18,982 △18,982

全社費用（注） △1,139,899 △1,150,315

棚卸資産の調整額 △4,283 △12,005

連結財務諸表の営業利益 △1,334,814 △355,918
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（単位：千円）

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない投資有価証券等であります。 

（単位：千円）

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社共通の目的で使用する資産の設備投資額でありま

す。  

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

 （単位：千円）

 ２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

                              （単位：千円）  

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。 

(2）有形固定資産 

                              （単位：千円）  

３．主要な顧客ごとの情報 

  

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計  37,450,218  37,502,306

「その他」の区分の資産  1,568,889  1,915,677

本社管理部門に対する債権の相殺消去 △66,109 △109,682

全社資産（注）  13,356,009  11,304,365

棚卸資産の調整額 △4,283 △12,005

連結財務諸表の資産合計  52,304,726  50,600,663

その他の項目 

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結会
計年度 

当連結会
計年度 

前連結会
計年度 

当連結会
計年度 

前連結会
計年度 

当連結会
計年度 

前連結会
計年度 

当連結会
計年度 

減価償却費  2,884,175  2,520,497  27,691  20,927  85,555  81,505  2,997,423 2,622,930

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額  656,220  1,036,167  17,807  12,159  60,453  127,330  734,481 1,175,657

ｅ．関連情報

  電子材料 
ディスプレイ

材料 
電気絶縁材

料 
産業用構造

材料 
その他 合計

外部顧客への売上高  17,186,944  10,997,139  2,998,649  3,277,404  2,497,199  36,957,338

日本 中国 その他の地域 合計

 19,762,869  6,499,290  10,695,178  36,957,338

日本 台湾 その他の地域 合計

 10,088,059  1,612,336  280,641  11,981,037

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

住友商事ケミカル株式会社 7,264,309 電子材料事業 
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当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：千円）

  

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

（単位：千円）

  

なお、平成22年４月１日前に行われた企業結合により発生した負ののれんの償却額及び未償却残高は、以下のとおり

であります。 

（単位：千円）

  

当連結会計年度（自  平成22年４月１日  至  平成23年３月31日） 

当連結会計年度において、産業用構造材料において332,171千円の負ののれん発生益を計上しております。これ

は、当社の掲げるグローバル展開戦略の一環として、当社の技術力とべカルト社の販売力・製造能力によるシナジー

効果発揮により、世界的な水需要の増加から今後成長が見込まれる同市場での事業強化のため、べカルト社から

Bekaert Progressive Composites, S.A.（現Protec Arisawa Europe, S.A.）とBekaert Progressive Composites, 

LLC（現Protec Arisawa America, Inc.）の２社を取得したことにより、企業結合時の時価純資産額が取得原価を上

回ったものであります。  

  
（追加情報） 
当連結会計年度（自平成22年４月１日 至平成23年３月31日） 
当連結会計年度より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27日）及び

「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用し
ております。  
  

 リース取引、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、ストック・オプション等、税効果会計、企業結

合等、資産除去債務、賃貸等不動産、関連当事者との取引等に関する注記事項については、決算短信における開示を

省略しております。 

  

ｆ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

  電子材料 
ディスプレ
イ材料 

電気絶縁材料
産業用構造材

料 
その他 全社・消去 合計

減損損失 －  3,421,137 － － －  37,466  3,458,603

ｇ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

  電子材料 
ディスプレ
イ材料 

電気絶縁材料
産業用構造材

料 
その他 全社・消去 合計

当期償却額 －  18,981 － － －  －  18,981

当期末残高  58,422  28,472 － － －  －  86,894

  電子材料 
ディスプレ
イ材料 

電気絶縁材料
産業用構造材

料 
その他 全社・消去 合計

当期償却額  36,915 － － － －  －  36,915

当期末残高  129,205 － － － －  －  129,205

ｈ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報

（開示の省略）
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 （注） １株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

１株当たり純資産額 円1,032.36

１株当たり当期純損失金額 円88.72

１株当たり純資産額 円985.43

１株当たり当期純損失金額 円53.22

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失で

あるため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり当期純損失で

あるため記載しておりません。 

  
前連結会計年度

（自 平成21年４月１日 
至 平成22年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成22年４月１日 
至 平成23年３月31日） 

当期純損失（千円）  3,104,645  1,862,570

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純損失（千円）  3,104,645  1,862,570

期中平均株式数（株）  34,992,557  34,994,401

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整

後１株当たり当期純利益の算定に含めなか

った潜在株式の概要 

旧商法及び会社法に基づき発行した

新株予約権７種類（ 株） 1,060,400

旧商法及び会社法に基づき発行した

新株予約権８種類（ 株） 1,195,500

（重要な後発事象）
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,903,385 3,254,968

受取手形 509,464 565,007

売掛金 5,042,223 6,307,092

有価証券 998,829 151,105

商品及び製品 2,192,599 1,757,233

仕掛品 947,464 1,195,656

原材料及び貯蔵品 1,052,486 829,330

前渡金 － 114,240

預け金 － 1,359,798

前払費用 375,178 255,445

関係会社短期貸付金 695,670 1,699,250

未収入金 338,378 178,096

その他 30,657 23,647

貸倒引当金 △97,186 △112,388

流動資産合計 16,989,150 17,578,483

固定資産   

有形固定資産   

建物 15,072,108 13,563,149

減価償却累計額 △8,030,721 △8,544,090

建物（純額） 7,041,386 5,019,058

構築物 1,191,546 1,156,458

減価償却累計額 △842,194 △889,243

構築物（純額） 349,352 267,214

機械及び装置 21,404,688 20,626,703

減価償却累計額 △17,585,702 △18,380,305

機械及び装置（純額） 3,818,985 2,246,398

車両運搬具 199,183 189,573

減価償却累計額 △179,937 △178,726

車両運搬具（純額） 19,246 10,847

工具、器具及び備品 1,448,667 1,392,986

減価償却累計額 △1,335,957 △1,292,030

工具、器具及び備品（純額） 112,710 100,956

土地 1,391,077 1,372,431

リース資産 2,122,583 1,109,944

減価償却累計額 △629,491 △1,095,279

リース資産（純額） 1,493,092 14,664

建設仮勘定 18,499 385,813

有形固定資産合計 14,244,349 9,417,384

無形固定資産   

電話加入権 9,283 9,283

特許実施権 55,591 42,964

ソフトウエア 7,722 18,019

リース資産 38,614 34,143

その他 574 530

無形固定資産合計 111,785 104,941
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

投資その他の資産   

投資有価証券 2,221,935 3,819,351

関係会社株式 4,906,631 5,431,793

長期貸付金 285,029 375,395

従業員に対する長期貸付金 996 360

長期前払費用 64,368 47,390

投資不動産 747 747

長期預金 2,500,000 －

その他 52,195 47,923

貸倒引当金 △320,619 △279,688

投資その他の資産合計 9,711,283 9,443,273

固定資産合計 24,067,417 18,965,598

資産合計 41,056,568 36,544,081

負債の部   

流動負債   

支払手形 2,793,973 2,568,287

買掛金 1,733,522 1,820,333

短期借入金 40,000 40,000

1年内返済予定の長期借入金 501,400 467,950

リース債務 285,697 291,713

未払金 1,567,847 438,333

未払費用 74,426 71,306

未払法人税等 24,574 25,864

繰延税金負債 136,931 87,576

前受金 13,964 3,557

預り金 22,954 22,469

賞与引当金 312,370 291,191

製品保証引当金 192,507 242,291

その他 221,422 241,998

流動負債合計 7,921,592 6,612,874

固定負債   

長期借入金 1,247,940 779,990

リース債務 1,720,654 1,431,512

繰延税金負債 297,303 780,659

資産除去債務 － 32,407

その他 32,261 26,599

固定負債合計 3,298,159 3,051,169

負債合計 11,219,751 9,664,043
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,117,256 7,117,259

資本剰余金   

資本準備金 6,229,282 6,229,282

資本剰余金合計 6,229,282 6,229,282

利益剰余金   

利益準備金 748,262 748,262

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金 33,349 29,662

別途積立金 13,920,000 13,920,000

繰越利益剰余金 1,192,989 △2,527,061

利益剰余金合計 15,894,601 12,170,863

自己株式 △1,210 △1,523

株主資本合計 29,239,929 25,515,881

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 404,519 1,118,827

評価・換算差額等合計 404,519 1,118,827

新株予約権 192,367 245,329

純資産合計 29,836,816 26,880,038

負債純資産合計 41,056,568 36,544,081
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

売上高   

商品及び製品売上高 25,194,870 25,389,003

売上原価   

商品及び製品期首たな卸高 2,468,579 2,192,599

当期商品仕入高 2,577,629 3,331,504

当期製品製造原価 21,495,272 20,743,492

合計 26,541,481 26,267,596

他勘定振替高 △21,442 △11,661

商品及び製品期末たな卸高 2,192,599 1,757,233

売上原価合計 24,370,324 24,522,024

売上総利益 824,545 866,978

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 652,788 582,160

貸倒引当金繰入額 13,009 12,326

役員報酬 147,714 179,199

給料及び手当 537,610 567,333

賞与引当金繰入額 61,318 20,645

退職給付引当金繰入額 58,340 56,295

減価償却費 75,053 71,450

その他 881,281 918,954

販売費及び一般管理費合計 2,427,116 2,408,365

営業損失（△） △1,602,571 △1,541,387

営業外収益   

受取利息 18,344 21,703

有価証券利息 10,016 12,213

受取配当金 442,491 238,976

受取賃貸料 310,969 290,471

その他 120,883 128,198

営業外収益合計 902,705 691,564

営業外費用   

支払利息 71,845 59,487

賃貸費用 228,568 205,495

支払補償費 93,400 78,072

製品保証引当金繰入額 192,507 204,974

為替差損 84,805 －

その他 59,441 87,147

営業外費用合計 730,569 635,178

経常損失（△） △1,430,435 △1,485,001
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益   

固定資産売却益 － 5,294

投資有価証券売却益 3,144,801 1,455,042

その他 23,352 54,089

特別利益合計 3,168,153 1,514,426

特別損失   

減損損失 － 3,458,603

投資有価証券評価損 635,952 －

関係会社株式評価損 34,755 －

その他 39,919 56,930

特別損失合計 710,628 3,515,534

税引前当期純利益又は税引前当期純損失（△） 1,027,090 △3,486,109

法人税、住民税及び事業税 7,430 7,430

法人税等還付税額 △15,938 －

法人税等調整額 △57,808 △49,738

法人税等合計 △66,316 △42,308

当期純利益又は当期純損失（△） 1,093,406 △3,443,801
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 7,117,256 7,117,256

当期変動額   

新株の発行 － 3

当期変動額合計 － 3

当期末残高 7,117,256 7,117,259

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 6,229,282 6,229,282

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,229,282 6,229,282

資本剰余金合計   

前期末残高 6,229,282 6,229,282

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 6,229,282 6,229,282

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 748,262 748,262

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 748,262 748,262

その他利益剰余金   

配当準備金   

前期末残高 171,600  

当期変動額   

配当準備金の取崩 △171,600 －

当期変動額合計 △171,600 －

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 38,615 33,349

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 △5,266 △3,687

当期変動額合計 △5,266 △3,687

当期末残高 33,349 29,662

別途積立金   

前期末残高 15,920,000 13,920,000

当期変動額   

別途積立金の取崩 △2,000,000 －

当期変動額合計 △2,000,000 －

当期末残高 13,920,000 13,920,000

繰越利益剰余金   

前期末残高 △1,797,338 1,192,989
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の取崩 5,266 3,687

別途積立金の取崩 2,000,000 －

配当準備金の取崩 171,600 －

剰余金の配当 △279,944 △279,937

当期純利益又は当期純損失（△） 1,093,406 △3,443,801

当期変動額合計 2,990,328 △3,720,051

当期末残高 1,192,989 △2,527,061

利益剰余金合計   

前期末残高 15,081,139 15,894,601

当期変動額   

剰余金の配当 △279,944 △279,937

当期純利益又は当期純損失（△） 1,093,406 △3,443,801

当期変動額合計 813,462 △3,723,738

当期末残高 15,894,601 12,170,863

自己株式   

前期末残高 △733 △1,210

当期変動額   

自己株式の取得 △476 △313

当期変動額合計 △476 △313

当期末残高 △1,210 △1,523

株主資本合計   

前期末残高 28,426,944 29,239,929

当期変動額   

新株の発行 － 3

剰余金の配当 △279,944 △279,937

当期純利益又は当期純損失（△） 1,093,406 △3,443,801

自己株式の取得 △476 △313

当期変動額合計 812,985 △3,724,048

当期末残高 29,239,929 25,515,881

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 178,478 404,519

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 226,040 714,308

当期変動額合計 226,040 714,308

当期末残高 404,519 1,118,827

評価・換算差額等合計   

前期末残高 178,478 404,519

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 226,040 714,308

当期変動額合計 226,040 714,308

当期末残高 404,519 1,118,827
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

新株予約権   

前期末残高 141,479 192,367

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 50,887 52,962

当期変動額合計 50,887 52,962

当期末残高 192,367 245,329

純資産合計   

前期末残高 28,746,902 29,836,816

当期変動額   

新株の発行 － 3

剰余金の配当 △279,944 △279,937

当期純利益又は当期純損失（△） 1,093,406 △3,443,801

自己株式の取得 △476 △313

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 276,928 767,270

当期変動額合計 1,089,913 △2,956,778

当期末残高 29,836,816 26,880,038
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(1）役員の異動 

 開示内容が定まった時点で開示いたします。 

  

   

６．その他
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